
本日の講義

「
勇
気
あ
る
知
識
人
」を
輩
出
す
る

1
8
7
1
年
に
設
置
さ
れ
た
名
古
屋
藩
仮
病
院
・

仮
医
学
校
を
起
源
に
、
1
9
3
9
年
、
最
後
の
帝

国
大
学
と
し
て
開
学
。
現
在
は
、
名
古
屋
市
内
の

3
つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
9
学
部
、
13
研
究
科
、
3

附
置
研
究
所
等
を
展
開
す
る
。
2
0
0
0
年
に
制

定
さ
れ
た
「
名
古
屋
大
学
学
術
憲
章
」
の
中
で
、

「
自
由
闊
達（
じ
ゆ
う
か
っ

た
つ
）」
な
学
風
の
下
、研

究
と
教
育
を
通
じ
て
、
人

々
の
幸
福
に
貢
献
す
る
こ

と
を
そ
の
使
命
と
す
る
こ

と
と
、
論
理
的
思
考
力
と

想
像
力
に
富
ん
だ
「
勇
気

あ
る
知
識
人
」
を
育
て
る

と
い
う
基
本
目
標
を
掲
げ

て
い
る
。

国
立
大
学
法
人
東
海
国
立
大
学
機
構
発
足
！

 

2
0
2
0
年
4
月
1
日
、
岐
阜
大
学
と
運
営
法
人

を
統
合
し「
国
立
大
学
法
人
東
海
国
立
大
学
機
構
」

が
発
足
。
一
法
人
が
複
数
の
国
立
大
学
を
運
営
す

る
初
の
事
例
と
な
っ
た
。
教
育
に
お
け
る
理
念
は

「
勇
気
を
も
っ
て
と
も
に
未
来
を
つ
く
る
」。
変
化

が
著
し
く
先
が
読
め
な
い

時
代
に
、
協
働
し
な
が
ら
未

来
を
創
造
し
、
リ
ー
ド
す
る

人
材
を
育
て
る
た
め
、
そ
れ

に
必
要
な
「
考
え
抜
く
力
」

「
進
め
る
力
」「
伝
え
る
力
」

の
育
成
を
目
指
し
、
教
育
の

中
枢
と
な
る
「
ア
カ
デ
ミ
ッ

ク
・
セ
ン
ト
ラ
ル
」
で
改
革

を
推
進
し
て
い
く
予
定
。

建学の精神未来へ
HistoryFuture
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21 20
今
日
の
講
義
は
、10
年
後
の
社
会
で

ど
の
よ
う
に
役
立
って
い
ま
す
か
？

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
基
本
の
一
つ

グ
ラ
フ
探
索
と
は
？

「
今
や
、私
た
ち
の
生
活
に
は
欠
か
せ
な
い

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
。
そ
の
中
に
は
た
く
さ
ん

の
デ
ー
タ
が
あ
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
動
い
て

い
ま
す
。『
デ
ー
タ
構
造
』
と
は
、簡
単
に
い

え
ば
、
ス
マ
ホ
を
は
じ
め
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

の
中
に
『
ど
の
よ
う
に
デ
ー
タ
を
蓄
え
て
お

く
か
』
と
い
う
こ
と
。
一
方
『
ア
ル
ゴ
リ
ズ

ム
』
と
は
『
デ
ー
タ
を
ど
う
処
理
し
て
、
や

り
た
い
こ
と
を
実
現
す
る
か
。
そ
の
た
め
の

操
作
手
順
』
の
こ
と
で
す
」
と
講
義
が
始
ま

る
前
、
佐
藤
先
生
は
教
え
て
く
れ
た
。

「
今
日
は
、グ
ラ
フ
探
索
に
つ
い
て
学
び
ま

す
」
と
い
う
佐
藤
先
生
の
言
葉
で
講
義
は
始

ま
っ
た
。「
グ
ラ
フ
」
と
は
、デ
ー
タ
構
造
の

一
つ
で
、「
頂
点
」
の
集
合
Ｖ
と
、
頂
点
と
頂

点
を
つ
な
ぐ「
辺
」の
集
合
Ｅ
か
ら
な
る
。
頂

点
が
「
隣
接
す
る
」
と
は
、
頂
点
と
頂
点
が

辺
で
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
。
た
と
え
る
な

ら
、
頂
点
が
交
差
点
な
ら
、
辺
は
道
路
に
当

た
り
、
隣
接
す
る
と
は
交
差
点
と
交
差
点
が

道
路
で
つ
な
が
っ
て
い
て
、
行
き
来
す
る
こ

と
が
で
き
る
状
態
だ
と
い
え
る
。

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
工
夫
す
れ
ば

難
問
も
短
時
間
で
解
け
る
！

「
あ
る
頂
点
ｖ
０
か
ら
辺
を
通
っ
て
行
く
こ

と
が
で
き
る
頂
点
を
す
べ
て
列
挙
す
る
た
め

の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
考
え
て
み
よ
う
と
い
う

の
が
、
今
日
の
重
要
な
テ
ー
マ
で
す
」

そ
う
話
し
な
が
ら
、
佐
藤
先
生
は
ホ
ワ
イ

ト
ボ
ー
ド
に
、例
題
を
書
い
て
い
く
。「
こ
の

よ
う
な
グ
ラ
フ
が
あ
る
場
合
、ｖ
０
か
ら
到
達

で
き
る
頂
点
を
す
べ
て
求
め
る
た
め
に
は
、

ま
ず
、
Ａ
と
Ｂ
の
入
れ
物
を
用
意
し
て
、
そ

れ
ら
を
空
に
す
る
。
次
に
、ｖ
０
を
Ａ
と
Ｂ
の

両
方
に
入
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
Ａ
に
入
っ
て

い
る
頂
点
を
一
つ
取
り
出
し
て
（
今
の
場
合

は
ｖ
０
し
か
入
っ
て
い
な
い
の
で
ｖ
０
を
取
り

出
す
）、そ
の
頂
点
に
隣
接
す
る
頂
点
で
Ｂ
に

入
っ
て
い
な
い
も
の
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
ら
を

Ａ
と
Ｂ
に
入
れ
る
。
こ
れ
を
、
Ａ
が
空
に
な

る
ま
で
続
け
る
こ
と
で
、ｖ
０
か
ら
到
達
可
能

な
頂
点
を
す
べ
て
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」

こ
の
あ
と
、
頂
点
を
探
索
す
る
順
序
に
よ

っ
て
大
き
く「
幅
優
先
探
索
」（breadth-first 

search

、
横
型
探
索
）
と
「
深
さ
優
先
探
索
」

（depth-first search
、
縦
型
探
索
）
と
い
う

２
つ
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
が
あ
る
こ
と
、
そ
の

一
番
の
違
い
は
、
必
要
と
な
る
入
れ
物
Ａ
の

大
き
さ
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
学
ん
だ
。

最
後
に
、一
つ
の
映
像
が
紹
介
さ
れ
た
。そ

れ
は
、
碁
盤
目
状
の
図
で
、
左
上
の
点
か
ら

右
下
の
点
に
行
く
経
路
が
何
通
り
あ
る
の
か
、

調
べ
よ
う
と
い
う
も
の
（
同
じ
点
は
１
度
し

か
通
っ
て
は
い
け
な
い
）。碁
盤
目
が
１
×
１

の
場
合
、
経
路
は
２
通
り
、
２
×
２
で
は
12

通
り
だ
が
、
６
×
６
で
５
億
７
５
０
０
万
通

り
以
上
、
９
×
９
で
は
な
ん
と
４
１
０
０
京

以
上
と
な
り
、
調
べ
る
の
に
膨
大
な
時
間
が

か
か
る
。

「
し
か
し
、最
先
端
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
使

う
と
、
同
じ
問
題
を
数
秒
で
解
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
工
夫
す
る
重
要

性
を
表
す
い
い
例
で
す
ね
」

今
後
は
グ
ラ
フ
探
索
の
中
で
も
『
最
短
経

路
探
索
』
に
つ
い
て
学
ん
で
い
く
と
い
う
。

身
近
な
ス
マ
ホ
か
ら
Ａ
Ｉ
ま
で

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
た
め
の
基
礎
理
論

名
古
屋
大
学

名古屋大学 大学院工学研究科 情報・
通信工学専攻 教授。1960年生まれ。京
都大学大学院工学研究科博士後期課程
電気工学第二専攻研究指導認定退学。
2005年より名古屋大学大学院工学研
究科教授。博士（工学）。2013年から主
に短編小説の自動生成の研究と、大学
入試問題の自動解法の研究に取り組ん
でいる。現在の興味の中心は、テキス
ト生成（どうやったら意味が通る日本
語の文章を機械的に作れるか）である。

Profile

佐さ

藤と
う 

理さ
と

史し

先
生
に
聞
き
ま
し
た

QA

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
と

デ
ー
タ
構
造

この講義で
学ぶこと

現
代
の
私
た
ち
の
生
活
を
支
え
る
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
デ
バ
イ
ス
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
っ
た
、
電
気
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
分
野
を
カ
バ
ー
し
、
基
礎
と
な
る
知

識
を
幅
広
く
得
る
こ
と
を
目
指
す
。

こ
の
学
科
で
学
ぶ
こ
と

杉本 脩介くん
工学部 電気電子情報工学科３年／福井県立 藤島高校卒
（学年は2019年度のものです。）

杁山 祐貴くん
工学部 電気電子情報工学科３年／三重県 私立 暁中学・
高校卒（学年は2019年度のものです。）

我
々
の
学
科
で
は
１
〜
３
年
生
に
か
け
て
、
電
気
工
学
、
電

子
工
学
、
情
報
・
通
信
工
学
と
、
電
気
に
ま
つ
わ
る
幅
広
い

分
野
の
基
礎
知
識
を
学
べ
る
の
が
特
徴
。
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
と

プログラミングだけでなく、電気や電子工学も学
べるのが、この学科の魅力。自分がプログラミン
グしたものが機械の中でどう動いているのかを知
る、基礎と応用力が総合的に身につきます。

一番ありがたいのは、質問を広く受けつけてもら
えること。さらに、概念的でイメージしづらいア
ルゴリズムについて、実例を書き出して解説して
くださるので、とてもわかりやすいです。

将来は、人工知能の研究を手がけたい！ 佐藤先生の講義は、どんなことも質問できる！

※講義は2019年に取材したものです。

デ
ー
タ
構
造
も
そ
の
一
つ
で
あ
り
、
研
究
室
に
入
っ
て
か
ら
も
10
年
後

に
な
っ
て
も
、
新
た
な
挑
戦
を
す
る
際
に
必
ず
役
に
立
つ
で
し
ょ
う
。

情
報
処
理
の
基
本
と
な
る
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
と
デ
ー
タ
構
造
に

つ
い
て
、
そ
の
基
本
概
念
と
基
礎
知
識
を
学
ぶ
。
4
回
目
と

な
る
こ
の
講
義
で
は
、「
グ
ラ
フ
」
と
い
う
デ
ー
タ
構
造
と
、

基
本
と
な
る
幅
優
先
探
索
、
深
さ
優
先
探
索
の
方
法
、
両
者

の
違
い
に
つ
い
て
具
体
的
に
解
説
す
る
。

１日に必要な
食事量と栄養
の１/３がと
れる、北部食
堂の「バラン
スランチ」（中ライスで464円）。
日替わりで違うメニューが楽し
めるところもお気に入りです！
杉本 脩介くん

私の学食
オススメ
メニュー

─
工
学
部
─
電
気
電
子
情
報
工
学
科
─

URL http://www.nagoya-u.ac.jp/
〒464-8601 
愛知県名古屋市千種区不老町
名古屋大学 教育推進部 入試課
TEL　052-789-5765

大学情報

5.24（金）
at 東山キャンパス

10:30~12:00

社会に出てから重要になる「主
体的に学ぶ力」を身につけてほ
しいという佐藤先生。講義の中
で「質問はありますか？」と促
すと、学生たちは次々と手を挙
げていました。先生が「いい質
問ですね」とうなる場面も多く、
皆さんの学習意欲の高さを実感
しました。

名古屋大学は
こんな大学

記者の目
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